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地震発生による川内原子力発電所の

原子力
重大事故を想定した

一
一 平成29年1月28日（土）
・置：． 鹿児島県，川内原発から30km圏内の9市町

（薩摩川内市，いちき串木野市，阿久根市，鹿児島市，出水市，日謳市，姶良市，さつま町，長島町）ー約180機関
ロ`ロヨ約4,200人
◆重大事故の進展に伴う避難訓練の流れ

一 • 胃曹需胃立地県で震度6弱以上の地需や，大津波警報が発生した場合など。
（その時点で公衆への放射線による影轡やその恐れが緊急のものではない状態）

コを要譜。 ， 
： 要支援者の避難準備。 ： 

•••原子力発電所施設で，全ての交流電源喪失が3~沈は提読した場合など。
（原子力施設で公衆I~鴻J函I~る影轡をもたらす可能性がある事象が生じた状態）

し，関係

がら安全

出す。

要支援者の避難を開始。

一般住民の避難準備。

！ 住民（要支援者を含む）
！ の屋内退避準備。

PAZの住民へ避難及び安定ヨウ索剤
の服用を指示する。

•••原子力発電所施設で，冷却機能を喪失した場合など。
（原子力施設で，公衆への放射線の影轡を及ぼす可能性が高い事象が生じた状態）

！ 住民（要支援者を含む）は
！ ま引屋内退避。

！ 一般住民の避難を開始。 ： ： 地窟で家屋が倒壊した場合
； は，近隣の避難所などへ移動
： し屋内退避。

I放尉性物質の紋出・沈着が確認されるI
原子力防災•避難施設等調整システム ： ； 空間放射線皇が上昇した
を活用し避難先を迅速に調整する。 ： ： 地域の要支援者一般住民は

避難所ヘ一時移転を開始。

゜

癖難浪域時検査•除染場所，
避難所の運営。 途中，避難退域時検査場所

で車両や人の汚染の有無を

確誘し，必要に応じて除染後，

安定ヨウ素剤を受け取る。

． ． ． ． ． ． ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ PAZ避難訓練
（概ね5km圏内）
・ 矢印は避難経路

UPZ避難訓練
（概ね5~30km圏内）
一 矢印は避難経路
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PAZ避難所
（宝山ホール，開陽高校，
県総合体育センター）

※PAZ,UPZの訓練内容はP5へ

関係市町個別訓練

一 矢印は避難経路
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区保健センタ

江小学校，松原小学校
松陽高校）
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